
【事務事業シート】
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。
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※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

引き続き、事業を継続することで、KPI向上につなげる。

決算額 2623 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 598

千円 決算額 2614 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
6387 千円

最終現計

予算額
3122 千円

最終現計

予算額

100.8 ％ 達成率 100 ％ 達成率

3212 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 5473 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 103.11 ％ 達成率

％ 実績値 50.4

50 ％ 目標値 55 ％ 目標値 60 ％

実績値 40 ％ 実績値 46.4 ％ 実績値 ％％ 実績値 55

当初
事　項 県立学校教職員防災士養成等事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

学校の総合的な防災力の向上を図るため、県立学校の教職員を防災士として養成すると

ともに、公立学校教職員の資格取得者の資質向上のための研修を行う。

始期 2015

終期

Ｋ  P  Ｉ

県立学校における防災士資格を取得した教職員の割合

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 45 ％ 目標値

７

年

度

要因分析

要因
前年度と比較して自転車対車の事故が増加したことが要因として考えられる。

総括
目標値の達成には至らなかったが、本事業を通じて、高校生の自転車交通マナーの向上に対し、一定程度の効果を得ること

ができた。

見直し方向性

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 236 千円 不用額 千円

最終現計

予算額
千円

決算額 232 千円 決算額 352 千円千円 決算額 385 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1060 千円

最終現計

予算額
620 千円

最終現計

予算額

84.4 ％ 達成率 73 ％ 達成率
ストック

/フロー
フロー 達成率 82.35 ％ 達成率

621 千円

実績値 89 件 実績値 件

件

実績値 73 件 実績値 85 件 実績値 77 件

件 目標値 65 件 目標値 65R  4  年  度 目標値

令和７年度　　事後評価シート

当初
事　項 高校生自転車交通マナー向上対策事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

高校生の交通ルール遵守や交通マナー向上を図るため、「シェア・ザ・ロード」に基づ

く交通安全教育を強化する。

始期 2015

70 件 目標値 65

終期

Ｋ  P  Ｉ

高校生の自転車事故（人身事故）年間件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度



3

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

4

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

７

年

度

要因分析

要因

総括

見直し方向性 維持

通学路の危険箇所対策が進み未実施箇所数は「0件」となっている。今後の合同点検で把握した危険箇所に

ついても対策を図り、未実施箇所がないように対応を続けることから、８年度の執行方法や９年度予算の見

直しは想定していない。

決算額 1609 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 358

千円 決算額 1721 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
1284 千円

最終現計

予算額
2082 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 100 ％ 達成率

2079 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 952 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

件 実績値 0

0 件 目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 1 件 実績値 0 件 実績値 件件 実績値 0

当初
事　項 通学路安全推進事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

通学路の安全を確保するため、地域や関係機関が連携して通学路の合同点検及び安全対

策を実施するとともに、地域住民が巡回・警備等を行う。

始期 2005

終期

Ｋ  P  Ｉ

通学路の危険箇所対応未実施箇所数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値

７

年

度

要因分析

要因
昨年度から継続して評価を行ったことで、PDCAサイクルが確立され、平均点が上昇してきている。

総括

見直し方向性 維持

避難訓練の評価を続けていることで、PDCAサイクルが確立され、評価の平均点は上がってきている。

PDCAサイクルの実践を推進していくことで、８年度の執行から、さらなる避難訓練の充実を図る。

決算額 4993 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 1290

千円 決算額 4851 千円 決算額

千円 不用額 千円

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
千円

最終現計

予算額
5967 千円

最終現計

予算額

95.1 ％ 達成率 90 ％ 達成率

6141 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 97.9 ％ 達成率

点 実績値 80.8

85 点 目標値 90 点 目標値 90 点

実績値 点 実績値 78.3 点 実績値 点点 実績値 81.1

当初
事　項 学校総合危機管理力強化推進事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

児童生徒等の発達段階に応じた防災教育の展開及び地域との連携により総合的な防災力

の強化を図るとともに、教員の危機管理能力の向上を図る。

始期 2002

終期

Ｋ  P  Ｉ

学校の取組姿勢を測る避難訓練評価の平均点（100点満点中）

KPI種別 上がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 80 点 目標値



5

※令和６年度までの予算・決算額は流用額及び前年度からの繰越額を含みません。

見直し方向性 維持

今後も希望する養護教諭未配置校及び若年養護教諭配置校へ退職養護教諭を派遣することで、更なる学校保

健体制の強化等につなげることから、８年度の執行方法や９年度予算の見直しは想定していない。

千円 不用額 千円

７

年

度

要因分析

要因

総括

決算額 4094 千円

繰越額 千円 繰越額 千円

不用額 872

千円 決算額 3956 千円 決算額

％

コ　ス　ト

最終現計

予算額
4900 千円

最終現計

予算額
4795 千円

最終現計

予算額

100 ％ 達成率 100 ％ 達成率

4828 千円
最終現計

予算額
千円

決算額 3776 千円

ストック

/フロー
フロー 達成率 100 ％ 達成率

件 実績値 0

0 件 目標値 0 件 目標値 0 件

実績値 件 実績値 0 件 実績値 件件 実績値 0

当初
事　項 スクールヘルスリーダー派遣事業費 予算主管課 保健体育課

事　業

概　要

退職養護教諭等を養護教諭未配置校や若手養護教諭配置校へ派遣し、複雑化・困難化し

ている児童生徒の現代的健康課題に対応できる環境の改善を図る。

始期 2008

終期

Ｋ  P  Ｉ

スクールヘルスリーダー派遣校での初期対応に問題があり重大な事故につながった件数

KPI種別 下がると良い指標 R  5  年  度 R  6  年  度 R  7  年  度 R  8  年  度

R  4  年  度 目標値 0 件 目標値


